
 

 

た
そ 

▼
展
示
会 

●
水
郷
ま
ち
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

◆
小
屋
野
幹
雄 
絵
画
展 

〔期
間
〕
１１
／
２(

日)
～
１１
／
９(

日) 

１０
時
～
１８
時 

最
終
日
は
１６
時
ま
で 

１１
／
３
（月
）開
館 

１１
／
４
（火
）休
館 

 

〔展
示
内
容
〕絵
画 

〔入
場
料
〕無
料 

◆
第
７
回
な
め
が
た
写
真
研
究

会
展 

〔
期
間
〕
１１
／
１１(

火)

～
１１

／

１６(

日) 

１０
時
～
１８
時 

最
終
日
は
１６
時
ま
で 

〔展
示
内
容
〕写
真 

〔入
場
料
〕無
料 

◆
第
３２
回
潮
来
市
民
文
化
祭 

〔
期
間
〕
１１
／
２２(

土)

～
１１

／

２４(

月) 

１０
時
～
１８
時 

最
終
日
は
１５
時
ま
で 

 

１１
／
２４(

月)

開
館 

〔展
示
内
容
〕手
工
芸 

〔入
場
料
〕無
料 

〔お
問
合
わ
せ
〕 

水
郷
ま
ち
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

潮
来
市
潮
来
１
８
２-

３ 

℡
０
２
９
９-

６３-

３
１
１
３ 

h
ttp://

su
ibiken

.jp 
 

月
曜
日
休
館 

 

●
斑
入
植
物
・山
野
草
展
示
会 

〔
日
時
〕
１１

月
７
日(

金)

、
８
日

(

土)

、
９
日(

日)

の
３
日
間 

〔日
時
〕
１０
時
か
ら
１６
時 

〔
展
示
会
場
〕
鹿
島
灘
海
浜
公
園

内
展
示
場(

鉾
田
市
大
竹
３
９
０) 

(

大
竹
海
岸
入
口
よ
り
も
鹿
嶋
方

面
の
国
道
５１
号
線
沿
い) 

電
話
０
２
９
１-

３４-

１
０
１
０ 

〔
そ
の
他
〕
緊
急
や
む
を
得
な
い
特

別
な
事
情
が
生
じ
た
場
合
は
、
展
示

会
期
日
や
時
間
の
変
更
も
ご
ざ
い

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

  

〔
主
催
〕日
本
斑
入
植
物
研
究
会
・

鹿
島
路
斑
入
植
物
・山
野
草
会 

 

▼
そ
の
他 

●
野
菜
作
り
を
し
て
い
る
お
母

さ
ん
、
籾
殻
灰
・
籾
殻
を
も
ら
っ

て
く
れ
る
方
い
ま
す
か
。
（
モ
ミ

ガ
ラ
く
ん
炭
も
有
り
ま
す
。
） 

◎
い
ば
ら
き
子
育
て
家
庭
優
待
制
度

★
い
ば
ら
きK

idsC
lub

協
賛
店 

◆
子
育
て
会
員
募
集 

屋
外:

子
育
て
工
房
（
オ
ー
プ
ン

ス
ペ
ー
ス
）
・
子
育
て
農
園 

※
工
房
の
見
学
は
自
由
に
出
来
ま
す
。 

★
子
育
て
マ
マ
の
体
験
陶
芸 

２
６
０
０
円(
送
料
含
む) 

自
然
の
中
の
工
房
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ 

ゆ
っ
く
り
体
験
陶
芸 

お
弁
当
を
持
っ
て
遊
び
に
来
て
下

さ
い
。 

お
む
つ
替
え
ス
ペ
ー
ス
・
子
供
用

椅
子
・
ミ
ル
ク
用
お
湯
有
り
ま
す
。 

※
幼
稚
園
・
保
育
園
の
子
ど
も
は

無
料
で
す
。 

◆
現
在
潮
来
市
に
住
み
た
い
方

が
い
ま
す
。 

今
年
３
月
定
年
を
む
か
え
た

東
京
の
方
で
す
。 

田
舎
暮
ら
し
の
出
来
る
家
、

空
き
家
や
売
っ
て
も
良
い
家
の

情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
願
い

し
ま
す
。 

条
件
・
昔
の
住
宅
で
一
〇
〇
坪

以
上
の
土
地
が
有
る
事
。（
家
は

補
修
し
て
大
事
に
使
い
ま
す
。
） 

・
潮
来
イ
ン
タ
ー
か
ら
３
㎞
～

５
㎞
以
内
を
希
望
。 

・
あ
ま
り
寂
し
く
な
く
（
奥
さ

ん
希
望
）
、
隣
の
家
と
少
し
離
れ

て
い
る
家(

旦
那
さ
ん)

。 

レ
ン
タ
ル
ア
ト
リ
エ 

夢
考
房 

休
日
・不
定
休
（要
確
認
） 

電 

話
０
２
９
９-

６６-

４
０
４
５ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
９
９-

６６-

４
０
３
５ 

h
ttp://

w
w

w
.yum

e-kb.c
om

/
 

▼
イ
ベ
ン
ト 

●
第
２３
回
国
民
文
化
祭
・
い
ば

ら
き
２
０
０
８
ｉ
ｎ
潮
来 

郷
土
芸
能
の
祭
典 

「
潮
来
の
秋
祭
り
」
～
水
面
を
ゆ
ら

す
調
べ
と
舞 

水
鏡
に
映
す
潮
来
出

島
の
秋
ま
つ
り
～ 

〔日
時
〕
１１
月
８
日(

土) 

 
 

 
 

 

午
前
１０
時
～
午
後
４
時 

〔
会
場
〕
潮
来
市
立
潮
来
第
一
中

学
校
屋
内
運
動
場 

入
場
無
料 

模
擬
店
多
数 

開
口 

●
潮
来
ば
や
し 

開
会
式 

第
一
部 

郷
土
伝
統
芸
能 

●
潮
来
お
ど
り 

●
み
れ
く
踊
り 

●
延
方
相
撲
繰
込
行
列
・
延
方
相
撲

甚
句 

●
鹿
島
踊
り 

●
潮
来
祇
園
祭
禮
御
仮
屋
奉
納
舞 

●
潮
来
ば
や
し 

第
二
部 
茨
城
民
謡
の
展
示 

●
磯
節 

●
鹿
島
甚
句  
他 

第
三
部 

プ
レ
利
根
川
舟
唄
全
国

大
会 

第
四
部 

子
ど
も
達
の
芸
能 

●
潮
来
節 

●
潮
来
ば
や
し 

 

他 

第
五
部 

潮
来
風
情 

●
赤
坂
芸
妓
連
に
よ
る
「潮
来
出
島
」  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

他 

●
潮
来
あ
や
め
踊
り 

プ
レ
利
根
川
舟
唄
全
国
大
会
表
彰 

第
六
部  

本
條
秀
太
郎 

 

Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ 

Ｊ-

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｄ 

Ａ
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｕ
Ｓ 

～
筑
波
嶺 

水
の
こ
ん
さ
ー
と 

ｉ
ｎ

潮
来
～ 

結
び 

～
Ｊ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ｕ 

Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｏ 

Ｂ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
～ 

〔お
問
い
合
わ
せ
先
〕 

第
２３
回
国
民
文
化
祭
潮
来
市
実
行 

委
員
会
事
務
局 

電
話
０
２
９
９-

６４-

２
６
１
１ 

※
主
催
者
の
都
合
で
内
容
が
変
更

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

会場 前川あやめ園 ろ舟乗り場特設水上ステージ（雨天時：阿や免旅館） 

第１部 ふるさとの伝統文化 １７：００～１８：１５ 
◆踊り◆ 民謡保存会／潮来音頭、甚句 

◆踊り・  紫与の会／潮来情話、船頭小唄、娘船頭 

◆踊り・  ＩＴＡＫＯクオリティー・ウィメンズネット 
（いたこ小町）/風車、嫁入り舟、潮来花嫁さん 

◆祭り囃子・踊り（音頭・甚句）披露◆ 

（演奏）櫻鈴芸座連〔鹿嶋地区〕 

（踊り）子竜、濱女連曾 
祭り囃子…踊りにより音頭、甚句を初披露します。 

第２部 月と音楽のコラボレーション １８：３０～１９：１５ 
◆シンセサイザー演奏◆ ｂｉｎｓｈｏ（松井敏昭） 

第３部 水郷いたこお祭り踊り大会 １９：３０～２０：３０ 
主催／潮来お祭り委員会 

◆近隣の山車祭りの踊り手が出演◆  
◆佐原囃子芸座連中による囃子演奏◆ 

 

★イベントは天候等により会場の変更や中止の場合がございます。 
 

問い合わせは…水郷潮来観光案内所 ０２９９-６３-３１５４ 
～詳しくはホームページに掲載 http://www.e-tabi.org～ 

 

読
売
防
犯
協
会
は
、
各
地
の
警
察
本
部
（
生
活
安
全
部
）

と
「
防
犯
活
動
に
関
す
る
覚
書
」
を
締
結
し
、
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
や
朝
夕
刊
の
配
達
、
集
金
な
ど
の
際
に
目
撃
し
た

犯
罪
や
事
故
、
不
審
者
情
報
な
ど
を
積
極
的
に
通
報
。
ま

た
、
防
犯
広
報
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

管理丌十分な駐車場や駐輪場に、乗り物盗、車上狙いのほか、性犯罪や凶悪事件の発生場所ともなりま

す。安全に使えるよう、以下を参考に防犯対策を徹底してください。 

 

◆見通しの確保 
通行人や住民がスペース全体を見渡せることが大切です。 

（１）フェンスや柵は視線をさえぎらない形状のものにする 

（２）照明設備を増やして明るさを確保する 

（３）防犯カメラを設置する 

 

◆場所管理の徹底 
犯罪者に「管理がしっかりしている」「やりにくい」と感じさせることが重要です。 

（１）「関係者以外立ち入り禁止」などの看板を掲げる 

（２）フェンスや門扉などを設置して敷地の境界をはっきりさせる 

（３）照明灯や出入口ゲートなどの設備点検を定期的に行う 


